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本論文の審査は、上記審査委員出席のもとに、平成11年11月 4 日 IPP 研究会における公開審査として行われた。論
文審査の要旨は次の通りである。
本論文は、寡占状況下における、公共財的な性質を持つ資源を共有する経済主体の行動を分析するものである。そ
のため、微分ゲームや多段階ゲームなどを用い、知的所有権、共同研究開発や資源問題などの今日的な課題を考える
ための理論的進展を意図している。
まず、知的所有権保護が経済成長率や経済厚生に与える影響を分析し、 2 主体のおかれている条件が全く同じであ
る場合には、主体問で技術の取引が行われるならば、知的所有権保護は経済成長率および両主体の厚生の改善に有効
であること、逆に、技術の取引が行われない場合には、保護制度のない、ただ乗り可能な場合の方が成長率や厚生に
おいて優れることを明らかにしている。
次に、共同研究開発と情報の問題をとりあげ、企業利得、消費者の厚生そして社会厚生のいずれにおいても、不完
備情報の場合の方が、完備情報の場合に比べて低くなること、その差は開発の効率性の確率分布の分散と正の相関が
あることを示している。
最後に、有限な資源の収穫と情報の問題をとりあげ、第 1 に情報の公開により、かならず、どちらかの主体が不利
になり、第 2 に情報を非公開に留めた方が、両方の主体ともに有利になる場合の存在することを示している。
以上のように、本論文は、今日的な課題を厳密な理論モデルを使って分析し、いくつかの興味深い結論を導き出し
ており、博士(国際公共政策)に十分値するものと判断する。
